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アジサイ新品種「エンジェルリング」「プリンセスリング」の育成 
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摘要：アジサイ新品種「エンジェルリング」「プリンセスリング」を育成した．両品種は，八重咲き性で複色を持ち，

さらにがく片に濃赤紫系の色を発現する形質導入を目的に，きらきら星（八重咲き・ガクアジサイ型・複色）を

種子親，HH13（一重咲き・アジサイ型・単色）を花粉親として交配した同じ組み合わせに由来する姉妹品種で

ある．両品種ともに花序の形は平型で花形はガクアジサイ型，装飾花は八重咲き性で，がく片数はエンジェ

ルリング 11 枚程度，プリンセスリング９枚程度である．がく片の縁には深い切れ込みを有する．がく片の色は

覆輪タイプの複色で，主色はエンジェルリングが鮮紫ピンク，プリンセスリングが紫ピンク，覆輪外側の複色は

両品種ともにピンク白である．主色は比較的安定しているが，培養土により鮮紫や青味紫を発色する．両品

種の形態的な大きな違いは，装飾花の輪数がエンジェルリング 13 程度輪，プリンセスリング９輪程度である．

また，複色部分の大きさがエンジェルリングは細く，プリンセスリングは太い（広い）特徴を有するアジサイであ

る． 
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New Hydrangea Cultivars “Angel Ring” and “Princess Ring” 
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Summary: New hydrangea cultivars "Angel ring" and "Princess ring" were derived from the 

identical cross between HH13 and “Kirakiraboshi”. The present study was carried out to obtain the 

cultivars with ornamental flowers which were multiple colored, and double blooming in shape. The 

inflorescences of the cultivars were flat in shape, and ‘lacecap’ in flower type. The number of sepals, which 

possessed deep notches on the edges, were mostly 11 for the former, and mostly 9 for the latter. The sepals 

provided narrow picotee for the former, and wide picotee for the latter. The picotees were multiple colored; 

the main colors on the inside were bright purple pink for the former, and purple pink for the latter along with 

pink white on the outside for both. The expressions of the main colors were relatively stable, while 
depending on the type of soil, which were range of bright purple to bluish purple. The ornamental 

flowers of both morphologically differed in the numbers of rings: mostly 13 for the former, and mostly 9 

for the latter, respectively.  
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Ⅰ 緒 言 

栃木県の鉢物アジサイは，1980 年代からシクラメンと組み

合わせた品目として鉢物経営に導入された．また，生産者が

独自に品種改良に取り組み，多くのオリジナル品種を作出し

全国有数の産地として発展してきた．2019 年産の栃木県に

おける年間生産額は約１億４千万円で，鉢花としてはシクラメ

ンに次ぐ品目となっている．近年ではカーネーションと並び

「母の日」に贈る人気のギフト商材として定着しており，特徴の

ある品種は高単価で市場取引が行われている．こうした背景

から、栃木県農業試験場では，希少性の高い八重咲き性と複

色の特性を併せ持ち，鉢物栽培に適した品種開発に取り組

み，2010 年に「きらきら星」を品種登録出願し、2015 年に品種

登録された．更に，2018 年に「パラソルロマン」を品種登録出

願した．これらの品種は価格が低迷している現在の鉢物花き

市場においても，その花型の希少性から高単価で取引されて

おり、鉢物経営の安定化に寄与している．このたび，これらに

続く品種として「エンジェルリング」,「プリンセスリング」の２品

種を育成し，2019年に品種登録出願を行い，出願公表となっ

たので育成経過とその特性を報告する． 

Ⅱ 育成経過 

 栃木県農業試験場において，八重咲き性で，複色の特性

を持ち，装飾花の主色が濃赤色を発現する品種育成を目標

に，2012 年にきらきら星（八重咲き・ガクアジサイ型・複色）を

種子親，当場保存系統の花色が濃赤色の特徴を有する HH13

（一重咲き・アジサイ型・単色）を花粉親として交配を行った．

同年に播種して実生 96 個体を得た．2014 年にそのうちの１

個体を自殖させ,同年播種し 188 個体の雑種第２世代を得た．

2016年から八重咲き性・複色及び開花形質により選抜を行い，

有望と思われる２系統を選抜し，2017 年「あじさい栃木７号」，

「あじさい栃木８号」の系統番号を付した．特性調査，現地適

応性試験の結果，装飾花の大きさ，装飾花主色の発色及び

開花形質が優れたことから 2019 年７月に「あじさい栃木７号」

は「エンジェルリング」，「あじさい栃木８号」は「プリンセスリン

グ」の名称で品種登録を出願し，同年 11月に出願公表となっ

た． 

Ⅲ 特性の概要 

 １．形態的及び生態的特性 

 エンジェルリング，プリンセスリングの外観を第１図，第２図

に，また，農林水産省アジサイ特性調査基準に基づく形態的

及び生態的特性を第１表に示した．両品種ともに植物体は開

張性で樹高は“中”，枝の斑点の多少は“中”である．葉は葉

身全体の形がきらきら星より丸みを帯びた“楕円形”，葉身の

切れ込みは“有”である．葉身長及び葉身幅はきらきら星と同

程度の“中”，成葉表面の色の濃さは“中”で，光沢は“有”で

ある． 

 装飾花の外観を第３図，第４図及び第５図に示した．花序の

形は“平形”，花形は“ガクアジサイ型”である．両性花の明確

は，雄ずいががく片化した八重咲きのため，きらきら星と同程

度の“不明瞭”，両性花の色はきらきら星と同じ“淡紫”である．

装飾花の数は“少”，装飾花の花形はきらきら星と同じ“八重

咲き”である．装飾花のがく片の重なりは“有”，重なりの程度

は“強”，装飾花の直径はきらきら星より小さく“中”である．装

飾花は“複色”で，複色のタイプはきらきら星と同じ“覆輪”で

ある．出願時の花色は，装飾花の主色がエンジェルリングは

鮮紫ピンク（日本園芸植物標準色票値 9705），プリンセスリン

グは紫ピンク（同 9711）で，覆輪外側の複色の色はともにピン

ク白（同 9701）である．装飾花の花色が開花時の色から夏は

緑色，さらに秋には赤色へと経時的に変化する移行性は“有”

である．装飾花がく片の縁の切れ込みは“有”，その深さはエ

ンジェルリングが“浅”，プリンセスリングが“中”，装飾花がく片

の数はエンジェルリングが“11”程度，プリンセスリングが“９”

程度である．生態的特性の花色の変化性は，栽培土壌条件

などにより花色が異なるため“有”である． 

 

２．栽培特性把握のための試験結果 

１）系統適応性検定試験 

 第２表及び第３表に，エンジェルリング，プリンセスリングの

系統適応性試験の成績を示した．栃木県内４カ所の現地農

家及び場内での栽培では，草姿や装飾花の形質，花色の発

現に大きな差は認められず，商品性は良好であった．したが

ってエンジェルリング，プリンセスリングは栃木県内での栽培

に適すると判断された． 

２）花色の変化性試験 

 異なる培養土の条件下での花色を第４表，第６図に示した．

エンジェルリング，プリンセスリングの花色は，栽培に用いる培

養土を選択することで，その変化性から青系色と赤系色の花

色の発現が可能である．赤系色の発色は，赤玉土，ピートモ

ス，腐葉土，パーライトを 40：40：13：７で配合した培養土で，N 

 75ppm，P2O5 150ppm，K2O 75ppm の液肥，N 50ppm，P2O5 

300ppmの液肥を各週１回施用すると，花色の a*値がエンジェ

ルリングで 44.04，プリンセスリングで 37.71 となり，赤味の強

いピンク色となった．一方，青系色の発色は，赤玉土，調整ピ

ートモス，腐葉土を３：１：１の体積比で配合した培養土で，N 

100ppm，P2O5 50ppm，K2O 100ppm の液肥を週２回施用するこ

とで，花色の b*値がエンジェルリングで－12.43，プリンセスリ

ングで－7.65 となり青味が強くなった． 

３）育苗期の摘心時期試験 
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育苗期の摘心時期が開花形質に与える影響を第５表，第６表，

第７図及び第８図に示した．育苗期の摘心時期は，旧枝長に

影響するが，最終的な株高には影響しないことが明らかとな

った．また，摘心時期が遅くなるにつれ，到花日数が遅くなる

傾向がみられたが，草姿バランスの乱れや開花の異常等は

みられなかった． 

４）休眠打破に必要な低温期間試験  

 自然条件下における休眠打破に必要な低温期間について，

第７表，第８表，第９図及び第 10 図に示した． 

エンジェルリングは，５℃以下の積算が 720 時間で開花日が

4月 11日となった．600時間では 4月 23日の開花で遅れた．

なお、エンジェルリングは,開花日が遅くなると,主色の発色が

悪くなる傾向がみられた．プリンセスリングは，処理区間による

差はなかった．また，低温遭遇時間の違いによる株高への影

響は小さい． 

  

３．栽培上の留意点 

 株養成時の最終摘心は，きらきら星と同様に花芽分化しや

すい特性を持ち早期出蕾しやすいため，８月 20 日頃に行うこ

とが望ましい． 

鉢物アジサイの中心的作型である母の日向けの促成栽培

は，休眠打破した苗を２月上旬に定植後，最低温度 15℃とす

ることで，４月下旬に開花する． 

樹高は，エンジェルリング 27cm 程度，プリンセスリング 30cm

程度ときらきら星と比べてコンパクトにまとまる特性があり，矮

化剤による樹高のコントロールの必要はない．特にエンジェ

ルリングは支柱無しでの栽培も可能である． 

低温遭遇時間が不十分の場合，主色の割合が小さくなる

傾向がある．そのため，５℃以下の低温遭遇時間は 720 時間

以上確保するとよい． 

 

Ⅳ 考察 

アジサイ新品種「エンジェルリング」，「プリンセスリング」は，

2021 年から生産者による市場出荷が開始された．「きらきら

星」，「パラソルロマン」と異なる濃赤色を主色に持ち，白い覆

輪を有する装飾花が特徴的で，従来品種と差別化できる品

種である．栃木県のアジサイオリジナル品種としては３，４品

種目である．アジサイの品種は移り変わりが非常に早く，オリ

ジナル性が高い品種の市場，消費者の要望は大きい．新品

種を継続的に出していくことは，市場や消費者を飽きさせな

いための強みとなり，マーケティング戦略として効果的である

と考えられる． 

市場性について，エンジェルリング，プリンセスリングは，開

花枝が 10㎝以下と短く，矮化剤を処理しなくても，鉢の高さを

含めた株高は，出荷規格の目安である 40㎝程度となる．その

ため，生産性，輸送性に優れると考えられる．特に，輸送費が

年々上昇していることから，コンパクトな品種の要望が高くな

っている．また，家庭用で飾る場合，コンパクトなものが好まれ

る傾向があり,近年発表されるアジサイの品種もコンパクトなも

のが多く，生産者側からだけでなく，消費者からも求められて

いると考えられる． 

一般的な栽培は，開花前年の４月～５月に挿し木を行い育

苗が開始される．約１か月で発根し，それぞれ９cm 程度の鉢

に鉢上げ後，充実した枝６～８本育成し，秋以降の花芽分化

を促す.エンジェルリング及びプリンセスリングは花芽分化前

の最終摘心を行う時期によって，冬季の休眠後の開花時期

に影響を受けることを明らかにした．エンジェルリングは８月

20 日～30 日頃、プリンセスリングは８月 20 日頃に行うことで，

２月上旬に加温を開始する母の日出荷が可能になる．摘心

日が８月 30 日以降になると，花芽分化が遅れ，開花日も遅れ

ることから，最終摘心は８月 20 日頃までに行うことが望ましい

と考えられた． 

また，出荷需要の中心となる母の日向けの促成栽培の作

型は，一般的な品種と同様に休眠打破した苗を１月下旬から

２月上旬に定植後，最低温度 15℃を目安に管理を行う（樋口，

1986，船越，1999）ことで，出荷目標である５月上旬までに開

花が見込める．休眠苗の低温遭遇は，自然条件下の場合，1

月下旬頃には，5℃以下の積算時間が 960 時間となるため，

母の日向けの促成栽培には，十分な低温時間が確保できる．

しかし，それよりも早く出荷を使用とする場合，冷蔵庫で低温

条件を与える必要がある． 

エンジェルリングは，低温遭遇時間が 600 時間の場合，開

花には到るが，低温遭遇時間 720 時間以上の場合と比較し

て，開花日が遅れ，主色の赤色の割合が小さくなる傾向がみ

られた．花色が白くなる症状については，温度と光の影響が

考えられる．光と発色の関係については，今後検討する必要

がある． 

当場のアジサイの育種目標である八重咲き性について，巣

山ら（2008，2012）は潜性遺伝であることを述べ，雑種第２代

を利用した八重咲き形質の作出方法が有効であることを報告

している．アジサイは播種から開花まで足かけ２年を要するた

め，潜性形質の八重咲き性の発現には最初の交配から最低

４年を必要とする．「きらきら星」及び「パラソルロマン」は，この

手法で開発されてきた．この方法での F2 世代の潜性形質の

発現率は 25%と育種の効率が悪いことから．八重咲き形質の

ＤＮＡマーカーを利用した選抜手法の開発も進めてきた（阿

久津ら 2017,Waki ら 2018，Nashima ら 2020）．また，アジサイ

型の形質を持つ個体や発色安定性などの形質を育苗初期の

段階で早期選抜するマーカーの開発などが期待される． 
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今回育成したエンジェルリング，プリンセスリングは 2021 年

から市場出荷が開始された。両品種ともジャパンフラワーセレ

クションを受賞し市場評価は高く，今後の生産拡大が期待さ

れる． 
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第１図 アジサイ新品種「エンジェルリング」 

 

第２図 アジサイ新品種「プリンセスリング」 

 

第３図 エンジェルリングの装飾花 

 
第４図 プリンセスリングの装飾花 

 

第５図 エンジェルリングとプリンセスリング

の装飾花の比較 

 

第６図 プリンセスリングの青色用土と赤色用土栽培 

の装飾花の比較 
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第１表 エンジェルリング，プリンセスリングの形態的特性 

 

第２表 エンジェルリングの系統適応性試験（１年目） 

 

第３表 プリンセスリングの系統適応性試験（１年目） 

 

区　分 形　　質 エンジェルリング プリンセスリング きらきら星

植物体 樹　　形 開張性 開張性 開張性
樹　　高 中 中 中

枝 枝の斑点の多少 中 中 中
葉 葉身全体の形 楕円形 楕円形 卵形

葉身先端の形 鋭形 鋭形 鋭形
葉身基部の形 丸形 丸形 丸形
葉身の切れ込みの有無 有 有 有
葉縁の形 中 中 中
葉身長 中 中 中
葉身幅 中 中 中
成葉表面の色 緑 緑 緑
成葉表面の色の濃さ 中 中 中
成葉表面の斑の有無 無 無 無
成葉表面の光沢 有 有 有

花 花序の形 平形 平形 平形
花序の花形 ガクアジサイ型 ガクアジサイ型 ガクアジサイ型
花序の直径 中 中 中
両性花の明確 不明瞭 不明瞭 不明瞭
両性花の色 淡紫 淡紫 淡紫
装飾花の数 少 少 少
装飾花の花形 八重咲き 八重咲き 八重咲き
装飾花のがく片の重なり 有 有 有
装飾花のがく片の重なり程度 強 強 強
装飾花の直径 中 中 大
装飾花の単色・複色の別 複色 複色 複色
装飾花の複色のタイプ 覆輪 覆輪 覆輪
装飾花の複色の割合 中 中 大
装飾花の主色 鮮紫ピンク(9705) 紫ピンク(9711) 赤味紫(8912)
装飾花の複色の色 ピンク白(9701) ピンク白(9701) 紫白(8301)
装飾花の開花終期の花色 鮮紫(8605)
装飾花の移行性 有 有 有
装飾花のがく片の形 かぶ型 かぶ型 かぶ形
装飾花のがく片の縁の切れ込み 有 有 有
装飾花のがく片の縁の切れ込みの深さ 浅 中 深
装飾花のがく片の数 11 9 14

生態的特性 花色の変化性 有 有 有
開花の開始時期 中 中 中

花序径 装飾花径 樹高 葉身長 葉幅

(cm) (mm) 主色 複色 (cm) (cm) (cm)

鹿沼市－１ ガクアジサイ型 八重咲 13.7×15.5 49×53 17.3 12.5 9705:鮮紫ﾋﾟﾝｸ 9701:ピンク白 25.4 8.4 5.8

鹿沼市－２ ガクアジサイ型 八重咲 11.6×12.5 45×50 10.5 12.4 9704:鮮紫ﾋﾟﾝｸ 9701:ピンク白 24.3 7.2 5.5

日光市 ガクアジサイ型 八重咲 8.4×11.6 43×44 7.0 11.0 9705:鮮紫ﾋﾟﾝｸ 9701:ピンク白 15.0 6.6 5.4

栃木市 ガクアジサイ型 八重咲 8.9×10.0 35×40 10.5 12.0 9706:鮮紫赤 9701:ピンク白 23.0 7.1 5.0

試験場 ガクアジサイ型 八重咲 13.4×14.0 50×52 10.0 11.4 9705:鮮紫ﾋﾟﾝｸ 9701:ピンク白 24.2 8.6 5.9

きらきら星（対照） ガクアジサイ型 八重咲 15.0×15.0 55×60 7.0 13.0 9504:鮮紫ﾋﾟﾝｸ 9201:ピンク白 25.0 9.0 6.5

試験地 花形 装飾花数 がく片数
装飾花の色

花序の形

花序径 装飾花径 樹高 葉身長 葉幅

(cm) (mm) 主色 複色 (cm) (cm) (cm)

鹿沼市－１ ガクアジサイ型 八重咲 14.4×16.6 62×68 10.3 12.3 9712:穏紫ﾋﾟﾝｸ 9701:ﾋﾟﾝｸ白 32.6 9.6 8.0

鹿沼市－２ ガクアジサイ型 八重咲 13.7×15.5 59×63 8.5 10.4 9711:紫ﾋﾟﾝｸ 9701:ﾋﾟﾝｸ白 30.6 9.3 7.5

日光市 ガクアジサイ型 八重咲 7.6×11.4 52×54 7.0 13.0 9711:紫ﾋﾟﾝｸ 9701:ﾋﾟﾝｸ白 15.7 7.6 6.0

栃木市 ガクアジサイ型 八重咲 10.9×12.3 46×54 7.6 11.4 9713:濃紫ﾋﾟﾝｸ 9701:ﾋﾟﾝｸ白 26.1 8.4 6.5

試験場 ガクアジサイ型 八重咲 15.5×17.0 60×63 8.5 9.5 9711:紫ピンク 9701:ﾋﾟﾝｸ白 29.5 9.8 7.3

きらきら星（対照） ガクアジサイ型 八重咲 15.0×15.0 55×60 7.0 13.0 9504:鮮紫ﾋﾟﾝｸ 9201:ﾋﾟﾝｸ白 25.0 9.0 6.5

装飾花の色
花形 装飾花数 がく片数花序の形
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第５表 摘心日と開花形質の関係（エンジェルリング） 

 

注１．有意性の*は５％水準で有意差あり．ns は有意差なし． 

２．多重比較は，Tukey-kramer 法により同符号間に５％水準で有意差なし． 

３．到花日数は加温開始から開花までの日数． 

 

第６表 摘心日と開花形質の関係（プリンセスリング） 

 

注 1．赤色培養土は，体積比で，赤玉土 40％，腐葉土 13％，調整ピートモス 27％，調整ベラボン 13％，パ
ーライト７％を配合し，ｐH は 6.5，青色培養土は，無調整ピートモス 35％，赤玉土 50％，腐葉土
15％を配合し，ｐHは 5．5． 

2．色差値は L*a*b*による測定値．L* は 0（黒）～50（グレー）～100（白）で明度．a*は-60（緑）～60
（赤），b*は-60（青）～60（黄）を表す． 

注１．有意性の*は５％水準で有意差あり．ns は有意差なし． 

２．多重比較は，Tukey-kramer 法により同符号間に５％水準で有意差なし． 

３．到花日数は加温開始から開花までの日数． 

 

摘心日 開花日 到花日数 旧枝長 開花枝長 花序径 株高

(cm) (cm) (cm) (cm)

8月11日 4月21日 80   2.7 a   7.7 a   10 aa 15

8月21日 4月24日 83   1.8 ab   9.2 ab   11 ab 16

8月31日 4月22日 82   1.4 ab   8.7 ab   11 b 16

9月11日 4月28日 88   1.0 b   10.0b   11 ab 17

有意性 ns ns * * * ns

摘心日 到花日数 旧枝長 開花枝長 花序径 株高

(cm) (cm) (cm) (cm)

8月11日 4月27日 a  86 a   3.1 a 7.9 11 19

8月21日 4月29日 ab  88 ab   2.8 ab 7.5 10 19

8月31日 5月2日 ab  91 ab   1.9 b 7.8 11 18

9月11日 5月6日 b  96 b   1.5 b 8.8 11 19

有意性    * * ns ns ns

開花日

*

L
*

a
*

b
*

エンジェルリング 赤色培養土 49.55 44.04 0.75

青色培養土 44.33 32.75 -12.43

プリンスリング 赤色培養土 56.19 37.71 -1.72

青色培養土 51.11 28.76 -7.65

装飾花の主色（色彩値）

第４表 エンジェルリング，プリンセスリングの培養土の種類と装飾花の花色の関係 

 

第７図 エンジェルリングの開花株の様子（左から摘心日８/11，８/21，８/31，９/11） 
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第８図 プリンセスリングの開花株の様子（左から摘心日８/11，８/21，８/31，９/11） 

注１．有意性の*は５％水準で有意差あり．ns は有意差なし． 

２．多重比較は，Tukey-kramer 法により同符号間に５％水準で有意差なし． 

３．到花日数は加温開始から開花までの日数． 

第８表 休眠打破処理期間と開花形質の関係（プリンセスリング） 

第９図 低温遭遇時間 600 時間のエンジェルリング（４月 28 日撮影） 

５℃以下の低温遭遇時間 到花日数
3 開花枝長 花序径 株高

(cm) (cm) (cm)

600h 4月23日 a
2 109 a 7.5 11 16

720h 4月11日 b 90 b 6.8 12 16

840h 4月17日 ab 90 b 9.6 12 18

960h 4月21日 ab 85 b 9.1 11 17

有意性
1 * ns ns ns

開花日

*

５℃以下の低温遭遇時間 開花日 到花日数
2 開花枝長 花序径 株高

(cm) (cm) (cm)

600h 4月9日 95 3.8 11 16

720h 4月16日 95 7.0 13 18

840h 4月22日 95 6.8 11 17

960h 4月23日 87 6.9 13 19

有意性
1 ns ns ns ns ns

注１．有意性の*は５％水準で有意差あり．ns は有意差なし． 

２．到花日数は加温開始から開花までの日数． 

第７表 休眠打破処理期間と開花形質の関係（エンジェルリング） 



アジサイ新品種「エンジェルリング」「プリンセスリング」の育成 

 

9 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 図 低温遭遇時間 720 時間のエンジェルリング（４月 28 日撮影） 
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